
HYPER SBIの先物オプションでは、売買の発注操作を「取引
画面」を利用して行います。取引画面には、「個別銘柄」画面
の取引エリア、「先ＯＰ/取引ポップアップ」があります。 

7章 

HYPER SBIの先物オプションで
売買注文を出すには 
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HYPER SBIでは、売買の発注操作を「取引画面」を利用して行います。取引画面は、HYPER SBIのさまざ
まな画面上から呼び出せ、かつ注文の入力や発注操作も簡単なので、取引のタイミングを逃さず即座に
注文することができます。 

■ 2つの取引画面 

取引画面には、「個別銘柄」画面の「取引エリア」、「先物ＯＰ取引ポップアップ」の2つの種類があります。
それぞれ呼び出し方法、表示できる画面、表示のスタイルは異なりますが、どの取引画面も基本的に機能
は同じため、同じ要領で発注、取消・訂正を行うことができます。 

● 「個別銘柄」画面の取引エリア 

● 先物ＯＰ取引ポップアップ 

「個別銘柄」画面内に固定表示される取引画面です。歩み値やチャート、ニュースなど、多角度からの情
報を参照しながら発注作業が行えます。 

ポップアップウィンドウ形式の取
引画面です。「銘柄一覧」「建玉
一覧/口座情報」「注文一覧」
「チャート」などで表示されてい
る銘柄であれば、以下の方法で
「取引ポップアップ」を素早く呼
び出すことができます。 



銘柄名をクリックします。この場合、
「銘柄クリック設定」でクリック時の表
示画面を「取引ポップアップ」に設定
し、［次回からは表示しない］にチェッ
クを付けます。 

■ 取引画面の構成 

取引画面には、気配値の数量、注文情報などを表示する板情報エリアと、注文操作を行う発注タブエリア
の2つのエリアで構成されています。 

板情報エリア 

発注タブエリア 



■ 板情報エリア 

（2）指値変更メニュー 

売り注文、買い注文とも、プルダウンメニューから
「全指値を一段上げる/下げる」「全部取消」の操
作を選択できます。 

（3）板情報 

気配値、数量が、リアルタイムに自動更新されます。 

（4）注文数量 

指値に対応した行に発注した枚数が表示されま
す。成行注文は一番上の行に表示されます。 

（5）待機中注文/バスケット注文 

待機中の逆指値注文、およ及び設定したバス
ケット注文の枚数が、値段に対応した行に表示さ
れます。 

（7）気配値外指値注文数量 

現在の気配値の範囲外にある指値注文の合計
枚数が表示されます。 

（8）保有建玉 

現物建玉が、取得単価（保有建玉を複数保有す
る場合は加重平均）を示す位置に、以下の記号
で表示されます。 
M：先物またはオプションの建玉 
A：先物またはオプションの建玉の加重平均 

（6）ごみ箱 

表示されている指値
注文やバスケット注
文をドラッグ＆ドロッ
プすると、その注文
やバスケット注文を
取消します。 

（1）売建玉/買建玉の評価損益の度合い （2）指値変更メニュー （4）注文数量 （3）板情報 

（6）ごみ箱 （7）気配値外 
指値注文数量 

（5）待機中注文 
/バスケット注文 

（1） 

（5） 

（1） 
（3） 

（7） （7） 

（4） （4） 

（2） （2） 

（8） （8） 

（5） 

売建玉/買建玉の評価損益度合いを5段階の色
の濃淡で表示します。評価益は赤、評価損は緑
です。 
お客様のお好みに応じて、色を変更いただくこと
ができます。 
（詳細は111ページ「4章 HYPER SBIのカスタマイ
ズ＞［4-1］システム設定＞●損益グラデーショ
ン」を参照） 

（1）売建玉/買建玉の評価損益の度合い 

「全指値を一段上
げる/下げる」では、
呼値単位で指値
を上げ下げします。 

（9）待機注文/バスケット注文の表示変更 

［▼］ボタンをクリックするこ
とで、待機注文/バスケット
注文の表示変更を変更す
ることができます。 

（9）待機/バス
ケットの変更 

（8）保有建玉 



■ 発注タブエリア 

発注タブには、「新規注文」「決済売」「決済買」「訂正・取消」の4つがあります。これらのタブを切り替えて、
注文を行います。 

（1）「新規注文」タブ 

新規の売買注文、およびバスケット注文を指定し
ます。 

（2）「決済売」タブ 

買建で保有する銘柄の決済売り注文を指定しま
す。 

（3）「決済買」タブ 

売建で保有する銘柄の決済買い注文を指定しま
す。 

（4）「取消・訂正」タブ 

注文の取消や指値の訂正などを指定できます。 



    新規注文                 7-2 

新規注文の発注は、取引画面の「新規注文」タブから行います。 

■ 「新規注文」タブの内容 

制限値幅 

注文の有効期間 

注文枚数の入力 

執行条件の指定 ここをチェックすると注文確認画面が省略されます 

新規買い・新規売り 注文方法 

確認/発注ボタン 

バスケット登録 

■ 買い発注の手順 

［新規買］ラジオボタンを選択すると、エリアの背景が赤くなり、買発注が行えるようになります。以下で買
発注の手順について紹介します。（先物ＯＰポップアップ画面でのお取引も、同様の手順になります。） 

始めに［新規買］ラジオボタンを選択して、表示を赤に切り替えます。 
※［売注文］を選択すると、背景が緑になります。 

（1）「新規買」を選択 

※「売」の場合の表示 



注文方法を「通常」「OCO」「IFD」「IFDOCO」から選択します。 

（2）「注文方法」を選択 

選択した銘柄の制限値幅が表示されています。 

（3）制限値幅を確認 

注文の有効期間を「当セッションのみ」「期間指定（取引日）」「最終日まで」より選択します。 

（4）「注文の有効期間」を選択 

■有効期間条件 

・当セッションのみ（通常条件）：当日の日中立会終了まで有効（イブニング・セッションに受け付けた注
文は当日のイブニング・セッション終了まで有効）とする条件 

・プルダウン押下時 

（ご注意事項） 
※ 一部約定のままセッションが終了した場合、残りの未約定数量のご注文は、お客様が指定された有効期限の 
  日中立会終了まで繰り越しされます。ただし、失効事由に該当した場合はこの限りではありません。詳しくは当 
      社webサイトをご確認ください。 

・当セッションのみ：日中立会の受付の場合は当日の日中立会終了まで有
効。夜間立会の受付の場合は当日の夜間立会終了まで有効 

・期間指定（取引日）：指定した期間が満了する日の日中立会終了まで有
効。当該銘柄の取引最終日を限度として最長期間255日先まで指定可能。 
・最終日まで：注文を取り消すまで有効（取り消さなければ、当該銘柄の取
引最終日の日中立会終了まで有効）です。 



注文枚数を入力します。
キーボードから直接入力す
るほか、［▲］［▼］ボタンを
使用して、1枚刻みで増減さ
せることもできます。 

（5）「注文枚数」を入力 

プルダウンメニューより「指値」「指値（FAK/FOK)」「成行（FAK/FOK)」 「最良指値」 「最良指値
（FAK/FOK) 」「最大指値」「引成」「逆指値」のいずれかを選択します。「指値」「逆指値」を選択した場合は、
価格を入力します。 
キーボードから直接入力するほか、板情報エリアの気配値をクリックして指定することもできます。また、
［▲］［▼］ボタンを使用して、呼値単位で価格を上下することもできます。 

（6）「執行条件」「価格」を選択・入力 

※FAK条件やFOK条件といった執行数量条件付注文が可能です。 
FAK （ Fill and Kill）条件・・・一部約定後に未執行数量が残る場合には、当該残数量を失効させる条件 
FOK （ Fill or Kill）条件・・・全数量が直ちに約定しない場合には、当該全数量を失効させる条件 

■注文の種類 
最良指値注文：価格の限度を指定せずに発注し、最良の売呼値、また又は買呼値と対当する指値注文。 
最大指値注文 ：買注文ならば値幅上限の指値、売注文ならば値幅下限の指値で発注する指値注文。 
引成注文：プレ・クロージング開始直後に成行（FAK）を発注する注文。 
逆指値注文：受注後、あらかじめ指定した条件を満たしたときに取引所に発注する注文。条件達成後の
注文種類（指値・成行）が選択できます。 

※FAK条件やFOK条件といった執行数量条件付注文が可能です。 
FAK （ Fill and Kill）条件・・・一部約定後に未執行数量が残る場合には、当該残数量を失効させる条件 
FOK （ Fill or Kill）条件・・・全数量が直ちに約定しない場合には、当該全数量を失効させる条件 



［注文確認］ボタンをクリックします。もし入力に不備があるとメッセージが表示されますので、内容を確認し
てください。なお、［注文確認画面を省略］にチェックが入っていると［注文発注］ボタンになり、取引パス
ワードを登録しておくことで、手順（8）の「注文確認」画面を省略可能です。 

（7）「注文確認」画面へ 

「注文確認」が表示されますので、ご注文の内容に間違いないか確認します。注文内容に問題なければ、
取引パスワードを入力し、「注文発注」ボタンをクリックして注文を発注します。「取引パスワードを保存」に
チェックを入れておくと、次回以降の取引パスワードの入力を省略することができます。 

①ご注文内容に間違いない
か確認 

②取引パスワードの入力 
（次回以降、省略する場合に
は、チェックボックスにチェッ
ク 

③        ボタンをクリッ
ク 

（8）「注文内容」を確認・発注 



「注文受付」画面が表示されますので、［OK］をクリックします。 

（9）「注文受付」を確認 

（10）板情報エリアに注文が反映 

板情報画面に、注文が反映されます。 



■ 売り発注の手順 

［新規売］ラジオボタンを選択すると、エリアの背景が緑色になり、売発注が行えるようになります。取引の
種類、注文価格、執行条件の選択など、発注の順は買注文の場合と原則同様です。（先ＯＰ/ポップアップ
画面でも同様の手順になります。） 
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買建玉の決済売を行う場合は、取引画面の「決済売」タブを利用します。 

■ 「決済売」タブの内容 

取引画面には、「個別銘柄」画面の「取引エリア」「先物ＯＰ取引ポップアップ」の2つの種類があります。
それぞれ呼び出し方法、表示できる画面、表示のスタイルは異なりますが、どの取引画面も基本的に機能は
同じため、同じ要領で発注、取消・訂正を行うことができます。 

買建玉が表示されます 注文方法 注文枚数の入力 

執行条件の指定 注文の有効期間 確認/発注ボタン 

ここをチェックすると注文確認画面が省略されます 

■ 「決済売」の手順 

「決済売」のタブを選択します。 

（1）「決済売」のタブを選択 



決済する枚数を選択します。［全数量］ボタンをクリックすると、発注可能なすべての建玉数が自動入力さ
れます。複数の買建玉がある場合は、決済対象の買建玉を一覧から選択して内容を指定します。 
また、［一括］ボタンをクリックすると、保有建玉ごと毎に全数量が自動入力されます。 

（2）「決済枚数」を入力 

（3）「注文方法」を選択 

注文方法を「通常」「OCO」「IFD」「IFDOCO」から選択します。 

［一括］ボタンをクリッ
クすると、建玉ごと毎
に［全数量］をクリッ
クしなくても、全建玉
（数量）を入力するこ
とができます。 



注文の有効期間を「当セッションのみ」「期間指定（取引日）」「最終日まで」より選択します。 

（4）「注文の有効期間」を選択 

（5） 「執行条件」「価格」を選択・入力 

プルダウンメニューより「指値」「指値（FAK/FOK)」「成行（FAK/FOK) 」 「最良指値」 「最良指値
（FAK/FOK) 」「最大指値」「不出来最大指値」「引成」「逆指値」のいずれかを選択します。「指値」「逆指値」
を選択した場合は、価格を入力します。 
キーボードから直接入力するほか、板情報エリアの気配値をクリックして指定することもできます。また、
［▲］［▼］ ボタンを使用して、呼値単位で価格を上下することもできます。 

［￥］マークにマウスをのせると、
制限値幅が表示されます。 

※FAK条件やFOK条件といった執行数量条件付注文が可能です。 
FAK （ Fill and Kill）条件・・・一部約定後に未執行数量が残る場合には、当該残数量を失効させる条件 
FOK （ Fill or Kill）条件・・・全数量が直ちに約定しない場合には、当該全数量を失効させる条件 

■執行条件の詳細は、 （詳細は「7章 HYPER SBIの先物オプションで売買注文を出すには＞［7-2］新
規注文＞ （7）「執行条件」「価格」を選択・入力」を参照） 

価格を入力 

・プルダウン押下時 

（ご注意事項） 
※ 一部約定のままセッションが終了した場合、残りの未約定数量のご注文は、お客さま様が指定された有効期限  
の 日中立会終了まで繰り越しされます。ただし、失効事由に該当した場合はこの限りではありません。詳しくは当 
 社webサイトをご覧ください。 

・当セッションのみ：日中立会の受付の場合は当日の日中立会終了まで有
効。夜間立会の受付の場合は当日の夜間立会終了まで有効。 
・期間指定（取引日）：指定した期間が満了する日の日中立会終了まで有
効。当該銘柄の取引最終日を限度として最長期間255日先まで指定可能。 
・最終日まで：取消するまで有効。取消されない場合は、当該銘柄の取引
最終日の日中立会終了まで有効。 



入力が完了したら［注文確認］ボタンをクリックします。もし入力に不備があるとメッセージが表示されます
ので、内容を確認してください。なお、［注文確認画面を省略］にチェックが入っていると［注文発注］ボタン
になり、取引パスワードを登録しておくことで手順（7）の「注文確認」画面を省略可能です。 

（6）「注文確認」画面へ 

「注文確認」が表示されますので、ご注文の内容に間違いないか確認します。注文内容に問題なければ、
取引パスワードを入力し、［注文発注］ボタンをクリックして注文を発注します。［取引パスワードを保存］に
チェックを入れておくと、次回以降の取引パスワードの入力を省略することができます。 

①ご注文内容に間違いない
か確認 

②取引パスワードの入力 
（次回以降、省略する場合に
は、チェックボックスにチェッ
ク 

③        ボタンをクリッ
ク 

（7）「注文内容」を確認・発注 



「注文受付」画面が表示されますので、［OK］をクリックします。 

（8）「注文受付」を確認 
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売建玉の決済買を行う場合は、取引画面の「決済買」タブを利用します。 

■「決済買」タブの内容 

売建玉が表示されます 注文方法 注文枚数の入力 

執行条件の指定 注文の有効期間 確認/発注ボタン 

ここをチェックすると注文確認画面が省略されます 



■「決済買」の手順  

「決済買」のタブを選択します。 

決済する枚数を選択します。［全数量］ボタンをクリックすると、発注可能なすべての建玉数が自動入力さ
れます。複数の売建玉がある場合は、決済対象の売建玉を一覧から選択して内容を指定します。 
[一括]をクリックすると、すべて[全数量]となります。 

注文方法を「通常」「OCO」「IFD」「IFDOCO」から選択します。 

（1）「決済買」のタブを選択 

（2）「決済枚数」を入力 

（3）「注文方法」を選択 

［一括］ボタンをクリッ
クすると、建玉ごと毎
に［全数量］をクリッ
クしなくても、全建玉
（数量）を入力するこ
とができます。 



「指値」「指値（FAK/FOK）」「成行（FAK/FOK） 」「最良指値」「最良指値（FAK/FOK） 」「最大指値」「引成」
「逆指値」のいずれかを選択します。「指値」「逆指値」を選択した場合は、価格を入力します。キーボード
から直接入力するほか、板情報エリアの気配値をクリックして指定することもできます。また、［▲］［▼］ボ
タンを使うと、呼値単位で価格を上げ下げすることができます。 

（4）「注文の有効期間」を選択 

注文の有効期間を「当セッションのみ」「期間指定（取引日）」「最終日まで」より選択します。 

（5）「執行条件」「価格」を選択・入力 

※FAK条件やFOK条件といった執行数量条件付注文が可能です。 
FAK （ Fill and Kill）条件・・・一部約定後に未執行数量が残る場合には、当該残数量を失効させる条件 
FOK （ Fill or Kill）条件・・・全数量が直ちに約定しない場合には、当該全数量を失効させる条件 

■注文の種類 
最良指値注文：価格の限度を指定せずに発注し、最良の売呼値又は買呼値と対当する指値注文。 
最大指値注文 ：買注文ならば値幅上限の指値、売注文ならば値幅下限の指値で発注する指値注文。 
引成注文：プレ・クロージング開始直後に成行（FAK）を発注する注文。 
逆指値注文：受注後、あらかじめ指定した条件を満たしたときに取引所に発注する注文。条件達成後の
注文種類（指値・成行）が選択できます。 

［￥］マークにマウスをのせると、
制限値幅が表示されます。 

・プルダウン押下時 
・当セッションのみ：日中立会の受付の場合は当日の日中立会終了まで有効。
夜間立会の受付の場合は当日の夜間立会終了まで有効 
・期間指定（取引日）：指定した期間が満了する日の日中立会終了まで有効。 
当該銘柄の取引最終日を限度として最長期間255日先まで指定可能 
・最終日まで：取消するまで有効。取消されない場合は、当該銘柄の取引最終
日の日中立会終了まで有効 

（ご注意事項） 
※ 一部約定のままセッションが終了した場合、残りの未約定数量のご注文は、お客さま様が指定された有効期限の 
   日中立会終了まで繰り越しされます。ただし、失効事由に該当した場合はこの限りではありません。詳しくは当社web  
  サイトをご確認ください。 



「注文受付」画面が表示されますので、確認後［OK］ボタンをクリックします。 

（6）「注文受付」画面へ 

「注文確認」画面が表示されますので、注文の内容に間違いがないかを確認します。注文内容に問題なけ
れば、取引パスワードを入力し、［注文発注］ボタンをクリックして注文を発注します。[取引パスワードを保
存]にチェックを入れておくと、次回以降からの取引パスワードの入力を省略することができます。 

（5）「注文確認」画面へ 
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取引画面の「取消・訂正」タブは、発注済み注文の訂正と取消に利用します。 
※注文訂正は、数量減少訂正のみ可能といたします。 

■「取消・訂正」タブの内容 

発注済注文が 
一覧表示されます 

訂正・取消を選択します 

訂正内容を指定します 

■「注文訂正」の手順 

訂正したい注文を選択し、価格訂正、数量訂正(減量のみ）を選択し、[訂正確認]をクリックします。 
[注文確認画面を省略]にチェックをいれておくと、手順(2)を省略することができます。 

（1）「注文訂正」画面へ 



注文を確認し、訂正内容を確認後、取引パスワードを入力して[注文発注]ボタンをクリックします。[取引パ
スワードを保存]にチェックを入れておくと、次回以降からの取引パスワードの入力を省略することができま
す。 

ドラッグ＆ドロップでの訂正 
板情報エリアに表示された注文を、ドラッグ＆ドロップで訂正
することもできます。指値を訂正する場合は、変更したい気
配値の行へドロップします。「注文確認」画面が表示されるの
で、内容を確認したら取引パスワードを入力し、[注文発注]
ボタンをクリックします。 

（2）「注文確認（訂正）」画面へ 



■「注文取消」の手順 

取消したい注文を選択し、[取消]をクリックし、[取消確認]ボタンをクリックします。[注文確認画面を省略]ボ
タンにチェックを入れると、手順(2)を省略できます。 
複数の注文をすべて取消す場合は、[全ての注文を一括取消確認] ボタンをクリックします。 

「注文確認」が表示されます。取消す注文に間違いがないか確認し、取引パスワードを入力して[注文取
消]ボタンをクリックします。[取引パスワードを保存]にチェックを入れておくと、次回以降からの取引パス
ワードの入力を省略することができます。 

（1）「取消確認」画面へ 

（2）「注文確認（取消）」画面へ 



（3）「注文受付（取消）」画面へ 
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「バスケット注文」とは、注文内容を入力した複数の注文を、あらかじめ準備しておく機能です。入力したバ
スケット注文は、市場への発注は行われず、当社サーバー内にバスケット注文として保存され、発注待ち
の状態になります。バスケット注文は、その銘柄の取引画面や「注文一覧」＞「バスケット照会」画面でい
つでも確認できます。取引画面の板情報エリアでのドラッグ＆ドロップや、「バスケット照会」からの直接操
作で即座に発注できるため、必要なときに、タイミングを逃さず市場への発注を行うことが可能になります
。 

■「バスケット注文」の新規設定 

●新規注文のバスケット注文 

バスケット注文の新規設定は、注文銘柄を表示した「個別銘柄」画面の取引エリア、または「先ＯＰ/取引ポ
ップアップ」画面のいずれかの取引画面の発注タブ（「新規注文」「決済売」「決済買」）で行います。 

新規の売買注文のバスケット注文を設定する場合は、「新規注文」タブを使用します。ここでは買注文を例
として設定手順を説明しますが、売注文でも同様の手順となります。売注文の場合は、（1）で[新規売]のラ
ジオボタンを選択して、表示を緑に切り替えて行います。 

始めに[新規買]のラジオボタンを選択して、表示を赤に切り替えます。 

（1）「新規注文」画面 

※「売」の場合の表示 

注文方法を「通常」を選択します。 
※バスケット注文は通常注文しか選択できません 

（2）「注文方法」を選択 



選択した銘柄の制限値幅が表示されています。 

（3）制限値幅を確認 

注文の有効期間を「当セッションのみ」「期間指定（取引日）」「最終日まで」より選択します。 

（4）「注文の有効期間」を選択 

・プルダウン押下時 ・当セッションのみ：日中立会の受付の場合は当日の日中立会終了まで有
効。夜間立会の受付の場合は当日の夜間立会終了まで有効。 
・期間指定（取引日）：指定した期間が満了する日の日中立会終了まで有
効。当該銘柄の取引最終日を限度として最長期間255日先まで指定可能 
・最終日まで：取消するまで有効。取消されない場合は、当該銘柄の取引
最終日の日中立会終了まで有効。 

（ご注意事項） 
※ 一部約定のままセッションが終了した場合、残りの未約定数量のご注文は、お客さま様が指定された有効期限
の 日中立会終了まで繰り越しされます。ただし、失効事由に該当した場合はこの限りではありません。詳しくは当 
社webサイトをご確認ください。 



注文枚数を入力します。キーボードから直接入力するほか、［▲］［▼］ボタンを使って、１枚刻みで増減さ
せることもできます。 

（5）「注文枚数」を入力 

「指値」「指値（FOK/FAK）」「成行（FOK/FAK）」「最良指値」「最良指値（FOK/FAK）」「最大指値」「引成」「
逆指値」のいずれかを選択します。「指値」「逆指値」を選択した場合は、価格を入力します。キーボード
から直接入力するほか、板情報エリアの気配値をクリックして指定することもできます。また、［▲］［▼］ボ
タンを使うと、呼値単位で価格を上げ下げすることができます。 

（6）「執行条件」「価格」を選択・入力 

※FAK条件やFOK条件といった執行数量条件付注文が可能です。 
FAK （ Fill and Kill）条件・・・一部約定後に未執行数量が残る場合には、当該残数量を失効させる条件 
FOK （ Fill or Kill）条件・・・全数量が直ちに約定しない場合には、当該全数量を失効させる条件 

■注文の種類 
最良指値注文：価格の限度を指定せずに発注し、最良の売呼値又は買呼値と対当する指値注文。 
最大指値注文 ：買注文ならば値幅上限の指値、売注文ならば値幅下限の指値で発注する指値注文。 
引成注文：プレ・クロージング開始直後に成行（FAK）を発注する注文。 
逆指値注文：受注後、あらかじめ指定した条件を満たしたときに取引所に発注する注文。条件達成後の
注文種類（指値・成行）が選択できます。 



「注文確認」画面が表示されますので、注文の内容に間違いがないかを確認します。注文の内容に問題な
ければ、取引パスワードを入力し、[バスケット登録]ボタンをクリックして注文を発注します。[取引パスワー
ドを保存]にチェックを入れておくと、次回以降からの取引パスワードの入力を省略することができます。 

（7）「注文確認」画面へ 

①ご注文内容に間違いない
か確認 

②取引パスワードの入力 
（次回以降、省略する場合に
は、チェックボックスにチェッ
ク 

③           ボタンを
クリック 



「注文受付」画面が表示されますので、［OK］ボタンをクリックすれば完了です。 

なお、バスケット注文は注文期間が過ぎても自動的には一覧から削除されず、削除操作をしない限り「当
日中」のまま設定が継続されます。ご注文発注時はご注意下さい。 

（8）「注文受付」画面へ 



●決済注文のバスケット注文 

決済売の場合は「決済売」タブで、決済買の場合は「決済買」タブでそれぞれ設定します。ここでは決済買
を例として設定手順を説明しますが、決済売でも同様の手順となります。決済売の場合は、（1）で「決済売
」タブを選択して、表示を緑に切り替えて行います。 

「決済買」のタブを選択します。 

決済する枚数を選択します。［全数量］ボタンをクリックすると、発注可能なすべての建玉数が自動入力さ
れます。複数の売建玉がある場合は、決済対象の売建玉を一覧から選択して内容を指定します。[一括]
をクリックすると、すべて[全数量]となります。 

（1）「決済買」を選択 

（2）決済する枚数を選択 



「指値」「指値（FOK/FAK）」「成行（FOK/FAK）」「最良指値」「最良指値（FOK/FAK）」「最大指値」「引成」
「逆指値」のいずれかを選択します。「指値」「逆指値」を選択した場合は、価格を入力します。キーボード
から直接入力するほか、板情報エリアの気配値をクリックして指定することもできます。また、［▲］［▼］ボ
タンを使うと、呼値単位で価格を上げ下げすることができます。 

注文方法を[通常][OCO ][ IFD ][ IFDOCO]から選択します。 

（3）「注文方法」を選択 

（4）「執行条件」を選択 

※FAK条件やFOK条件といった執行数量条件付注文が可能です。 
FAK （ Fill and Kill）条件・・・一部約定後に未執行数量が残る場合には、当該残数量を失効させる条件 
FOK （ Fill or Kill）条件・・・全数量が直ちに約定しない場合には、当該全数量を失効させる条件 

■注文の種類 
最良指値注文：価格の限度を指定せずに発注し、最良の売呼値又は買呼値と対当する指値注文。 
最大指値注文 ：買注文ならば値幅上限の指値、売注文ならば値幅下限の指値で発注する指値注文。 
引成注文：プレ・クロージング開始直後に成行（FAK）を発注する注文。 
逆指値注文：受注後、あらかじめ指定した条件を満たしたときに取引所に発注する注文。条件達成後の
注文種類（指値・成行）が選択できます。 



「注文確認」画面が表示されますので、注文の内容に間違いがないかを確認します。注文の内容に問題な
ければ、取引パスワードを入力し、［バスケット登録］ボタンをクリックして注文を発注します。[取引パス
ワードを保存]にチェックを入れておくと、次回以降からの取引パスワードの入力を省略することができます。 

（5）「注文確認」画面へ 

③           ボタンを
クリック 

①ご注文内容に間違いない
か確認 

②取引パスワードの入力 
（次回以降、省略する場合に
は、チェックボックスにチェッ
ク 



「注文受付」画面が表示されますので、［OK］ボタンをクリックすれば完了です。 

（6）「注文受付」画面へ 



■「バスケット注文」照会の内容 

「注文一覧」＞「バスケット照会」画面で、設定しているバスケット注文が一覧表示されます。 

選択欄のすべ全てのチェックボックスにチェックをいれます 

選択欄の全てのチェックボックスにチェックを外します 

発注する注文を選択します 

一覧のバスケット注文を 
一括で削除します 

バスケット注文を市場に発注します 

バスケット注文の一覧 



■「バスケット注文」の発注方法 

「バスケット注文」の発注は、 「注文一覧」＞「バスケット照会」画面から任意の「バスケット注文」を選択して［注文
発注］ボタンをクリックするか、板情報エリアでのドラッグ＆ドロップによって行います。 

●「バスケット照会」からの発注手順 

発注したいバスケット注文を選択して［発注］ボタンをクリックします。 

「注文確認」画面が表示されますので、注文の内容に間違いがないかを確認します。注文の内容に問題な
ければ、取引パスワードを入力し、［バスケット発注］ボタンをクリックして注文を発注します。[取引パスワ
ードを保存]にチェックを入れておくと、次回以降からの取引パスワードの入力を省略することができます。 

（1）「バスケット注文」を選択 

（2）「注文確認」画面へ 

①ご注文内容に間違いない
か確認 

②取引パスワードの入力 
（次回以降、省略する場合に
は、チェックボックスにチェッ
ク 

③           ボタンを
クリック 



「注文受付」画面が表示されるので、［OK］ボタンをクリックします。 

（3）「注文受付」画面へ 



●ドラッグ＆ドロップでの発注手順 

発注対象のバスケット注文を、「バスケット」フィールドから「買注」フィールドへドラッグ＆ドロップします。こ
のとき、指値とドロップした行の値段が一致しないと注文が発注されませんので、ドロップする場所をよく確
認してください。 

右上のタブでバスケットを選択し、 「バスケット」フィールドに切り替えます。 

発注したいバスケット注文を選択してドラッグ＆ドロップします。 

（1）「バスケット」を選択 

（2）発注したい「バスケット」を選択 



注文を確認し、[取引パスワード]を入力後[バスケット発注]をクリックします。 

（3）「バスケット発注」をクリック 

①ご注文内容に間違いない
か確認 ②取引パスワードの入力 

（次回以降、省略する場合には、
チェックボックスにチェック 

③            ボタンをクリック 
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「スピード注文」とは、銘柄、注文数量等をあらかじめ準備しておくことでワンクリックで注文が完了する注
文機能です。ワンクリックで即座に発注できるため、必要なときに、タイミングを逃さず市場への発注を行う
ことが可能になります。※ご利用にあたり、注意事項がございますので、ご同意のうえ上、ご利用ください。 

■「スピード注文」の利用方法 

●スピード注文の注文方法 

先物・オプションメニューから「スピード注文」を選択いただくとスピード注文画面が立ち上がります。 

スピード注文の新規設定は①対象銘柄、②取引区分、③数量、④執行条件を選択いただいたうえ上で、
⑤売り/買いボタンをクリックいただくとワンクリックで注文が完了します。 

（ご注意事項） 
スピード注文は、お客さまの利便性を追求し、数クリックで注文できる簡易な注文方法です。通常の注文方法に比べ、お客さ
まの誤操作により意図しない注文が発注、約定する可能性が高いことをご理解のうえ、お客さまご自身の責任でご利用くださ
い。詳しくは当社webサイトをご確認ください。 

※オートネッティングとは 

オートネッティング注文とは、発注時の建玉状況を元に、新規・決済の判定を自動で行う発注方法です。「オートネッティング」選択
時に、買建玉の保有がある場合、「売り（立会売気配）」ボタンをクリックすると決済売注文が発注され、買建玉数以上の数量を指
定した場合は建玉数分の決済売注文と（指定数-建玉数分）の新規売注文が同時に発注されます。（※売建玉は逆となります。）
例）3枚の買建玉を保有している時に、5枚の売注文を発注すると、3枚の決済売注文と2枚の新規売注文が発注されます。  

①銘柄を選択 

②取引区分を選択 

③数量を選択 

④執行条件を選択 

⑤売り/買いボタンをクリックいた
だくとワンクリックで注文が完了。 


